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令和３年度 租税教室発表会 資料 
石巻市立山下小学校 教諭 佐々木潤 

 

１ はじめに 

税金と聞くと，大人にとっては重たいもの，子供にとってはよく分からないもの，といったところが本

音ではないだろうか。しかし日本のように国営の産業がない国では，税金がなかったら公共サービスが

受けられず貧富の格差が生活により反映されることになるであろう。また，石巻市の場合は東日本大震

災後の復興に税金は欠かせないものとなっており，今後の市の活性化に向けて重要な役割を担ってい

ると言える。税金は私たちの生活を支える重要なものとなっているのである。そうしたことを踏まえて，

税金の重要性に気付かせる学習を行うことが，これからの社会を担う子供たちに必要であると考え，今

回の実践を構成した。 

 

２ 指導にあたって 

 社会科学習指導要領解説 P103 には，「国会などの議会政治や選挙の意味，国会と内閣と裁判所の三

権相互の関連，裁判員制度や租税の役割などについて扱うこと。」と明記されている。学習内容としては，

内閣や地方公共団体の政策の実行のために予算が組まれ，税金が使われているという関わりがあるこ

とが想起される。 

 子供たちにとっては，よく分からない税金。「消費税」という言葉は聞いたことがあっても，税金がどの

ような役割を果たしているかは，ほとんど知らない。そこで，今回の税金に関する学習では次のようなと

ころをポイントにしてみた。 

 

 

 

 

 

       ※①，②については，法人会の租税教室でも学習する。 

 

３ 指導の実際 

  ① どんな税金があり，何に使われるのか知る 
 

 ６年生の社会科では，日本国憲法について学ぶ。そ

の中の国民の義務に納税がある。ここから学習を始め

た。 

 子供たちは税金についてある程度の知識はもってい

ると思われたが，消費税という名前を知っているぐら

いで使い道についてはほぼ知らない状態であった。 

 まず，身近な例として学校にあるものや警

察・消防の施設やそこで働く人の給料，道路

や橋などに税金が使われていることを説明

した。その後，各自タブレット端末で税金の種

類など税金の概略について調べる活動を行

った。 

① どんな税金があり，何に使われるのか知る 

② 「もし税金がなかったら」というシミュレーションを取り入れる 

③ 今後どのようなところに使ってほしいか考える 
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 活動の中で子供たちは，様々な種類の税があるこ

とや，珍しい税もあることを知り興味関心を高めて

いった。そして，税金が自分たちの生活に大きく関

わっていることを知り，その大切さに気付き始めて

いった。 

 

 

②「もし税金がなかったら」というシミュレーションを取り入れる 
 次に，税金がなかったら世の中がどうなってしまうのかを考える活動を行った。これによって税金の大

切さがよりクローズアップされ，その役割が分かりやすくなると考えたからである。 

 

 

「お金のある人しか勉強できなくなる。」「災害が起き

ても（直せずに）壊れたままになってしまう人もいる。」

「火事が起きても消防車を呼ぶのにお金がかかる。」

といった意見が出された。 

 子供たちはいわゆる公共サービスに着目し，貧富

の差によって生活水準が大きく変わることに気付い

ていった。「税金がないと生活がきつくなる。」という

言葉が印象的であった。 

 

 

 

 

 



3 

 

※ 法人会の皆さんによる租税教室の実施 
 6 月3 日に法人会の方がいらっしゃって，租税教室を行っていただいた。分かりやすいお話やスライド，

動画で，子供たちの興味関心も高まり，税に関する理解も深まっていった。（内容は児童のノートを参照し

てください。）１億円のレプリカを持って興奮する子供も見られた。 
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子供たちは租税教室の感想を次のように書いている。 

 ここまでの学習を踏まえて，税金の大切さやな

くなってしまうと生活が逆に大変になってしまう

ことにふれた子供が多く見られたことからも，学

習内容が効果的であったことがうかがえた。 

 

 

 

 

 

 

 

税金に関する学習で，調べる活動を行った

ときには，国税庁の「税の学習コーナー」のサイ

トを活用した。小学生にも分かりやすい内容で，

理解を深めるのに有効であった。 

 法人会の皆さんの授業でも動画を見せてい

ただいたが，このサイトにもいくつか動画が紹

介されている。ここにある「ご案内します，アナ

ザーワールドへ」というタイトルの動画は以前

から活用している。中学生向けとなっているが，

６年生にも十分理解できる内容である。 
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③ 今後どのようなところに使ってほしいか考える 

 震災後，石巻の復興のために多くの税金が使われてきた。それを振り返るとともに，これからどのよう

なところに税金を使ってほしいか，子供なりに考えてみた。 

 

 

「避難場所を増やす」 「復興住宅を新しく」「家をな

くした人への寄付」「海水浴場を元どおりに」「外国人に

も震災のことが分かるような施設を」といったものが

挙げられた。 

荒唐無稽なアイディアではなく，現実をよく見つめ

ており，子供たちも復興のことを真剣に考えているこ

とがよく分かった。 
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４ おわりに 

  税の学習は，指導要領にも載っているものの教科書での扱いは小さく，時数も多く割り当てられていな

い。しかし，政治に関心をもつような大人を育てるためにも，子供のときから税金が何に使われるのかにつ

いて学び，興味関心をもち，社会は自分たちの手でつくるのだという自覚をもった市民になれるように学

習を仕組んでいきたい。 

 今回の実践を通じて，社会科の学習ではシチズンシップを育てていくことが重要であることを再認識した。 
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